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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、法哲学や政治思想の領域で、近年急速に注目を浴びてきた共和主義の研究の一環

として、共和主義が目標とする法理念が、現代の多元的社会においてどのような形で適合する

かについて理論的に検討することを目的とした。本研究は、この目的を実現するにあたって、

共和主義に関連する諸文献を入手・講読・吟味することを通して、共和主義の自由観を中心に、

徳や平等といった法理念との関連性を検討してきた。本研究は、研究代表者一名により在外研

究を含む四年間で実施され、刊行予定の分も含め計五本の雑誌論文等の形で公表される。 

 
  
研究成果の概要（英文）： 
This project, as a research on republicanism which has recently attracted more attentions,  

aimed at clarifying theoretically how the legal ideals that republicans intend to realize are 

consistent in the modern pluralist society. In order to accomplish this aim, I have 

researched the republican conception of liberty and its relation to other legal ideals such as 

virtue and equality, by getting, reading and consulting many literatures on republicanism. 

This project has been carried out by one researcher during 4 years including the term in 

the abroad institute, has achieved the 5 articles including unpublished ones. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、近代的法理念の再検討の潮流、

とりわけ共和主義の研究の一環として、私自

身が取り組んできた社会システム間の相互関

係に関する従来の研究を法理念レベルまで拡

張ないし展開するものである。 

近代的法理念に対する反省と再検討は、法

哲学をはじめとしてその他様々な領域におい

て、かなり以前から着手され、すでに相当多

くの業績が蓄積されている。自由、平等、博

愛などを理念とする近代法のモデルは、主に

リベラリズムによって支持・擁護されてきた

が、80年代以降、英米圏の法哲学・政治理論

の領域において、共同体論、フェミニズム、

多文化主義、さらには広くポストモダニズム

によって批判されているところである。この

リベラリズムの法理念に対する根本的な問い

直しの流れのなかで、最近とりわけ影響力を

増してきているのが共和主義である。共和主

義の研究は、英米や日本のいずれにおいても、

政治思想史の領域や憲法理論の領域で活発に

取り組まれている。 

 政治思想史の領域では、ジョン・ポコック

の著書The Machiavellian 

Moment(Princeton University Press, 1975)

に示唆され、近年の日本においても田中秀

夫・山脇直司編『共和主義の思想空間』（名

古屋大学出版会、2006年）が公刊されるなど、

数多くの優れた研究が進められている。これ

らの研究は、主に中世イタリア諸都市で開花

した共和主義の語彙が英米圏に伝播していっ

た経緯について検討するものである。これに

対して本研究は、ルソーなどのフランス共和

主義、マキャヴェッリ以降のイタリア共和主

義の展開をも視野に入れ、これらの政治思想

の研究蓄積を活用しつつ、法哲学の領域に適

用・還元することを目的の一つとしている。 

 また憲法理論の領域では、キャス・サンス

ティンのBeyond the Republican Revivalや

フランク・マイケルマンのLaw's Republic i

n 97 The Yale Law Journal, 1988など、米

国の共和主義的立憲主義の業績に刺激され、

日本においても、たとえば飯島昇藏・川岸令

和『憲法と政治思想の対話―デモクラシーの

広がりと深まりのために』（新評社、2002年）

をはじめとして、数々の業績が出されている。

それらは、主に政治過程における司法審査制

度の位置づけや、人権規定の基礎付けなどを

検討するものである。これに対して本研究は、

憲法解釈論や司法制度論を対象とするに止

まらず、より巨視的な観点から法システムを

支える支配的思想を相対化し、共和主義の法

理論に依拠して、法システムが目標とする根

本的理念を再定位することをねらいとして

いる。 

従来の私の研究は、これらの関連領域の動

向を踏まえながら、「法的枠組みの公共的正

統化理論の構築」というテーマのもとに進め

られてきた。この研究は、平成16年度より３

年間科学研究費によって助成され、拙著『共

和主義の法理論』（勁草書房、2006年）に結

実した。この著書は、もともと二つの自由―

リベラリズムが擁護する「個人の自由」と共

和主義が支持する「自己統治としての自由」

―がどのように融和ないし両立するのかとい

う大きな問いを背景にしていたのであるが、

その問いに答えるための一つのステップとし

て、法と政治との社会システムの相互関係を

定式化した。それは、法的枠組みを公共的に

正統化する重要な手段として、共和主義の政



治に依拠したのである。本研究は、これまで

抱いてきた自由と自由の関係という法理念レ

ベルの問題関心をはっきりと正面に据えて、

従来の私の研究を発展させるとともに、批判

的に乗り越えるものである。それは、従来の

研究と連続性と非連続性の双方を併せもつも

のと考える。 

 連続性について言えば、従来の研究は、共

和主義の政治によって法がいかに正統化され

るかという、法と政治という社会システム間

の相互関係に対象を限定していた。本研究は、

社会システム間の関係を超えて、自由と徳と

の関係、自由と平等との関係、リベラリズム

の自由と共和主義の自由との関係など、法理

念のレベルにまで議論対象を拡張している。

それは、共和主義法理論を社会システムの次

元から法理念の次元にいっそう抽象化させた

ものであると言えよう。 

 非連続性について言えば、従来の研究は、

共和主義の思想的メリットを可能なかぎり好

意的に評価する態度をとっていた。ところが

本研究は、いわば共和主義をより批判的に吟

味するという観点から、共和主義の諸概念が

現代の多元的社会に適切に整合するかどうか

を検討し、共和主義の自由、徳、平等（正義）

の観念が孕む危険な側面を削ぎ捨てたうえで、

それらの法理念を再構築することを目的とし

ている。それは、共和主義法理論が抱えてい

る難点を根源から問い直すものである。 

上記の意味で、本研究は、従来の共和主義

法理論にかんする私の研究のいわば「批判的

展開」として位置づけられる。本研究が、法

哲学の領域における近代的法理念の再検討ば

かりでなく、政治思想史や憲法理論の分野に

おいても、共和主義研究の発展に寄与するこ

とができると考えたのである。 

 

２．研究の目的 

本研究は、以上の議論動向と従来の私の研

究をもとにして、共和主義の思想に定位し、

リベラリズムの支配的な法パラダイムを相対

化するとともに、現代の多元的社会の枠組み

に適合的な形で共和主義の諸観念を再定式化

することを目的とする。 

共和主義に依拠するのは、それによってリ

ベラリズムという現代において最も影響力の

ある法パラダイムを別の視角から眺め、距離

をおいて検証することが期待できるからであ

る。自由・平等・博愛など、近代の法理念を

支えてきたのは、リベラリズムであることは

広く認められている。リベラリズムが現代の

法パラダイムを規定してきたならば、リベラ

リズムとは異なる思想的系譜から示唆を引き

出すことによって、リベラリズムが歩んでき

た道とは異なる道筋を見出すことができるで

あろう。共和主義は、リベラリズムと並んで、

今までに法思想や政治理論に大きな影響を与

えてきた系譜である。このように共和主義の

思想に依拠することによって、近代以降の法

理念の展開の別の道を見出すことが可能にな

るのではないか、そのように考えたのである。 

 ただしその反面、共和主義は危険な側面を

も併せもつ。共和主義は、伝統的に自己統治

や徳の陶冶などを重視してきたが、たとえば

古代ギリシャのポリスにおいては、市民の自

己統治的な政治の営みは、奴隷制を前提にし

ていたし、また中世のイタリア諸都市におい

ては、徳とは勇気など戦時の軍人の気質を意

味していたのである。それゆえ共和主義の法

理念は、各個人の自由平等を前提とし、各人

が自らの善き生き方を選択し、社会が平和裏

に価値多元的に展開される現代の文脈にその

まま当てはめられにくいと言える。 

 そこで共和主義が伝統的に目標としてきた

諸々の法理念を、現代の多元的社会に適合す

るように再構築する必要があるという観点か

ら、とりわけ共和主義の自由、徳、平等（正



義）といった諸概念が、現代においてもなお

受けいれられるものかどうかを検討しなけれ

ばならない、と考えた。このように本研究は、

共和主義の思想的伝統に依拠しながら、共和

主義が提起する法理念が現代の多元的社会に

整合的であるか、そしてそれが受けいれられ

るためにはどのような形で再構成されなけれ

ばならないかを明らかにしようとしたのであ

る。 

 

３．研究の方法 

本研究は、理論的研究であるために、基本

的には共和主義に関連する文献の入手・講

読・吟味を通して、共和主義の諸概念につい

て順次検討を加えるという形で進められて

きた。本研究は、共和主義の諸概念のうち、

とりわけ「自由」、「平等（正義）」、「徳」

を対象とした。これら三つは、単にランダム

に選択しただけの、相互に独立したテーマで

はなく、内在的に関連した一貫性のあるテー

マである。共和主義の論者たちが指摘してい

るように、共和主義の自由は、リベラリズム

の自由――他者から干渉されないこと――

とは異なり、他人の自由との両立可能性や自

由行使のための実質的条件の均一化を前提

とし、また社会の共通の事柄を配慮する公共

心の陶冶に依拠しているからである。共和主

義においては、自由、平等、徳は一体のもの

であって、それらによって構成される法理念

が法システムによって目指されるべきであ

るとされる。そこで本研究では、自由という

観念を主軸にして、それらが平等（正義）や

徳とどのように関連するか、そしてそれらが

現代の文脈の中でどのように適合的に定式

化されるかを順次明らかにしてきたのであ

る。 

 

４．研究成果 

本研究は 4年計画であったが、初年度の平

成 19 年度において、主として「自由」の観

念を研究対象にして検討した。「自由」の観

念は、共和主義の思想において最も大きな位

置を占めるとされており、本年度以降、徳や

平等や国制などの他の共和主義の理念につ

いて考察を広げる際に、自由の考察はその基

軸となる。当年度は、具体的には、フランス

の共和主義者、とりわけジャン＝ファビア

ン・スピッツの la liberté 

politique(PUF,1995)を対象にして、共和主義

の自由が、現代の支配的な公共哲学として受

け入れられている、リベラリズムが奉じる自

由とどのような点で異なるのか、そしてスピ

ッツの自由論が、従来の自由をめぐる論争に

対して何を提起することができるのかを検

討した。この研究は、岡山大学法学会雑誌第

五七巻第一号にて論文「バーリンの呪縛を超

えて―ジャン＝ファビアン・スピッツにおけ

る自由の概念」として公刊された。 

 平成 20 年度には、自由や自己統治などの

法理念が現代社会の文脈に適合的であるか

を掘り下げて検討した。具体的には、主に二

つの作業を行った。ひとつは、現代共和主義

の主張者のうち、マウリツィオ・ヴィロリ

（Maurizio Viroli）の諸著作を対象にして、

彼が主張する公民的徳性の観念の現代的妥

当性を検討した。とりわけ彼のマキァヴェッ

リに関する思想研究に焦点を当てて、彼が徳

（virtu`）の概念をどのように再定式化して

いるかを宗教と軍事の側面から整理した。こ

の研究は、岡山大学法学会雑誌第五八巻第一

号（二〇〇八年、九月）「マキァヴェッリは

背徳の徒に微笑むか？－マウリツィオ・ヴィ

ロリにおける徳の概念について（一）」とい

う論文として公刊された。 

 もうひとつは、この作業と平行して、もう

一人の現代共和主義の憲法理論家であるキ

ャス・サンスティン（Cass R.Sustein）の司



法ミニマリズムを対象にして、彼の法的思考

論が共和主義の理論とどれだけ整合的であ

るかをも検討した。この研究は、第 9回 IVR

神戸レクチャー名古屋セミナーへのパネラ

ー出席の際に、コメント'Can minimalism 

make the judiciary and the legislature 

cooperate?' としてサンスティン本人との直

接の議論の応酬がなされ、近く ARSP にて公

表される予定である。 

 平成 21 年度には、従来の研究をさらに発

展させ、「平等（正義）」との関連も視野に入

れつつ、「徳」と「自由」との内在的関係を

やや法思想史的見地から検討した。具体的に

は、まず前年度公表した「マキァヴェッリは

背徳の徒に微笑むか」の後半部分の執筆のた

めに、マキァヴェッリ政治理論の母体となっ

たイタリア・フィレンツェに赴き、マキァヴ

ェッリ自身が執筆したテキストとそれらに

影響を与え、逆に影響を与えられた様々な文

献を収集して、講読の上検討を加えた。それ

らの作業を元にして、論文の前半部分で説明

したマウリツィオ・ヴィロリの共和主義的徳

解釈を、マキァヴェッリとその他の論者のテ

キストに照らして批判的に検討し、論文の後

半部分を執筆した。また以上の作業と並行し

て、ヴィロリと同じ共和主義の立場に立つキ

ャス・サンスティーン教授の「共和主義の復

活を超えて」を翻訳し、また共同執筆の教科

書の中で、法の支配に対するデモクラシー論

からの批判と、民主主義と共和主義の関係を

めぐるコラムを担当し執筆した。 

 最終年度の平成 22 年度には、これまでの

課題研究の総まとめに当てた。まず研究成果

としては、以前より執筆を続けてきた「マキ

ァヴェッリは背徳の徒に微笑むか」の後半部

分を公表した。同論文は、本研究の中心的テ

ーマである自由と徳との関係を明らかにし

たものであり、在外研究も含む数年間の課題

を継続的に研究した成果である。さらに同論

文に加えて、今年度は、M・クレイマーや I・

カーターらの消極的自由論者と Q・スキナー

や Ph・ペティットらの共和主義的自由論者の

間で交わされた論争を題材に、非干渉の観点

から自由にアプローチする前者と非支配の

観点からアプローチする後者の見解を比較

検討し、自由と干渉確率との関係や自由と構

造的不平等との関係などを理論的に検討し

た。この論文では、従来の自由とその他の法

理念との関係に関する考察を発展させ、近代

以降強い影響力を持つ自由論との比較を通

して、現代法システムにおける共和主義自由

論の射程を検討した点で、これまでの研究を

総括するに論考である。 

 本研究は、初期の研究計画を 4年かけて順

次進められ、概ね計画通りに実施された。当

初の目的通り、憲法や政治思想の議論蓄積を

法哲学の領域に活用でき、どちらの領域に属

する研究者にとっても、今後議論を進めてい

く上である程度裨益しえる成果を上げるこ

とができたのではないかと考える。今後につ

いては、すでに来年度の科研費に応募してい

るが、上記の共和主義法理念の研究成果をも

とに、レトリック法理論の研究に進んでいく

予定である。 
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